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外科は、がん治療および外科治療における標準治療の確立と先進医療の開発を目的として、以下

の方針に基づいて臨床および研究を行ってきました。 
1) 専門性および先進性の高い医療(臓器別専門治療体制) 
2) 医療の質の向上とチーム医療の推進 
3) 標準治療の確立と臨床共同研究の推進 
4) 各種がんに対する集学的治療の推進 
5) 外科手術の改善と向上 
6) 周術期管理の改善と向上 

本年度も多くの学会発表、論文発表、司会および講演を行ってきました。欧文誌への掲載や国際

学会での発表も増加してきました。当施設が関与してきた重要な臨床研究結果発表の著者もしくは

共著者として関わることができました。目指してきた方針が定着してきたことが立証されました。

チーム医療を推進してきた結果、外科病棟に関係する看護師および薬剤師、栄養士からも多くの学

会発表が継続してなされました。論文として発表する必要性も認識されるようになりました。依頼

講演の件数もいっそう増加し、病院評価の向上に役立っていると考えています。若手医師も積極的

に研究発表と論文発表を行ってくれました。熱心に若手指導を行ってくれたスタッフ各位の努力の

おかげです。昨年から今年春にかけてスタッフの多くが入れ替わりますが、これまでの姿勢を崩さ

ず皆で精進していこうと思います。 
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癌学会総会 、 大阪 、 2013 年 2 月 
 
山岡雄祐、池田正孝、池永雅一、宮崎道彦、山本和義、浅岡忠史、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、

中森正二、関本貢嗣 ： 癒着により腹腔鏡では診断困難であった竹串の誤嚥による回腸穿通の一例 。 
第 49 回日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2013 年 3 月 



田口裕紀子、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素

宏、藤谷和正、辻仲利政 ： 胆嚢癌、膵体尾部癌術後に異時発生し、無治療で長期生存している膵

癌の一例 。 第 74 回日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2012 年 11 月 
 
田口裕紀子、山本和義、藤谷和正、平尾素宏、宍戸裕二、浅岡忠史、宮本敦史、池永雅一、池田正

孝、中森正二、関本貢嗣 ： 当院における胃癌手術当日離床の試み 。 第 85 回日本胃癌学会総会 、 
大阪 、 2013 年 2 月 
 
原田百合奈、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、武岡奉均、山岡雄祐、山本和義、池永雅一、宮崎道

彦、池田正孝、平尾素宏、藤谷和正、関本貢嗣 ： 肝切除症例の創閉鎖における真皮縫合に関する

検討 。 第 25 回日本外科感染症学会総会 、 幕張 、 2012 年 11 月 
 
原田百合奈、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、池永雅一、宮崎道彦、池田正孝、平尾素

宏、藤谷和正、関本貢嗣   総腸間膜症を合併した下部胆管癌に対して膵頭十二指腸切除術を施行

した一例   第 192 回近畿外科学会   大阪   2012   11 月 
 
原田百合奈、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、山村順、安井昌義、増田慎三、大宮英泰、

池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、髙見康二、藤谷和正、辻仲利政   総腸間膜症を合併した下部胆

管癌の一切除例   第 74 回日本臨床外科学会総会   東京   2012   11 月 
 
宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、三嶋秀行、平尾素宏、藤谷和正、山本和義、宮本敦史、浅岡忠史、

中森正二、高見康二、大宮英泰、辻仲利政   完全直腸脱に対する経腹的 Stapling rectopexy   第
14 回日本女性骨盤底医学会   大阪   2012   7 月 
 
宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、田中玲子、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 急性壊死性筋膜炎

10 例の検討 。 第 67 回日本大腸肛門病学会学術集会 、 福岡 、 2012 年 11 月 
 
宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、田中玲子、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 腰椎麻酔下の自動

生検装置による core needle biopsy で診断し得た管外型肛門癌の 4 例 。 第 67 回日本大腸肛門病学

会学術集会 、 福岡 、 2012 年 11 月 
 
宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、三嶋秀行、田中玲子、中森正二、辻仲利政 ： 排便造影の形態学

的有所見における性差についての検討 。 第 67 回日本大腸肛門病学会学術集会 、 福岡 、 2012 年 
11 月 
 
B-5 
藤谷和正 : 胃癌における個別化治療の幕開け 。 Gastric Cancer Conference in Amagasaki 、 尼崎 、 
2012 年 5 月 
 



藤谷和正 : 胃がん化学療法新時代-胃がん周術期化学療法 。 OGSG2012 夏季セミナー 、 大阪 、 
2012 年 8 月 
 
藤谷和正 : 胃癌術後補助化学療法-課題への取り組みと個別化への展望 。 がん治験ネットワーク

推進事業 多施設共同臨床試験（AEOLUS）会議 、 静岡 、 2012 年 8 月 
 
藤谷和正 : OGSG0604 および 0801 試験 。 胃癌エキスパートフォーラム 第二回臨床研究検討部

会 J-EFFORTS 、 東京 、 2012 年 10 月 
 
藤谷和正 : 開腹胃切除術について 。 匠の技～胃～ 、 東京 、 2012 年 12 月 
 
藤谷和正 : ASCO-GI2013 から観た胃癌化学療法の展望 。 北陸胃癌フォーラム 、 金沢 、 2013 年 
3 月 
 
平尾素宏 : 術後 2度の敗血症ショック・ARDSを来したが救命し得た一症例ーAPRV(airway pressure 
release ventilation)による呼吸管理を中心にー 。 第 19 回近畿過大侵襲研究会 、 大阪 、 2012 年 6 
月 
 
平尾素宏 : 食道癌化学療法における栄養介入について 。 第 17 回食道癌栄養療法懇話会 、 大阪 、 
2012 年 10 月 
 
平尾素宏 : 「cT4 食道癌に対する導入化学療法について」 「術前化学療法における栄養介入の有

用性について」 「術前化学療法の最適な投与回数について」 。 食道癌化学療法学術情報交換会 、 
大阪 、 2013 年 1 月 
 
池田正孝 : 各国の VTE 予防ガイドラインに関するショートレビュー 。 VTE Prevention Expert 
Meeting 、 東京 、 2012 年 8 月 
 
池永雅一 : 大腸癌手術の準備：すべて自分でできますか？  第 17 回専門医を目指す消化器外科セ

ミナー 、 大阪 、 2013 年 2 月 
 
増田慎三：KMBOG について。Sakura Breast Cancer Consortium、福岡、2012 年 4 月 
 
増田慎三：転移・再発乳癌の Evidence と Clinical  Question。第 3 回 Bevacizumab 乳癌 Conference、
大阪、2012 年 4 月 
 
増田慎三：日常診療における臨床試験の位置づけ。Astra Zeneca Education TV Seminar for Breast 
Cancer、大阪、2012 年 4 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略～真のベネフィットとは～。Meet the expert in 進



行・再発乳癌、福井、2012 年 5 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌におけるアバスチンのポジショニング。第 4 回信州がん薬物療法研究会、

長野、2012 年 5 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略。Avastin Breast Cancer Meeting in Sapporo、札幌、

2012 年 5 月 
 
増田慎三：指導者研修会講師。第 10 回マンモグラフィ読影指導者研修会、大阪、2012 年 5 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たなる治療戦略。Breast  Cancer Conference in Osaka、大阪、

2012 年 5 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たなる治療戦略。高知県乳癌研究会学術講演会、高知、2012
年 5 月 
 
増田慎三：講師。第 27 回マンモグラフィ講習会、名古屋、2012 年 6 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たなる治療戦略。Avastin on Breast Cancer in 県央、諫早、2012
年 6 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たなる治療戦略。Breast Cancer Seminar、福岡、2012 年 6 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略。乳がん Expert Meeting、鹿児島、2012 年 7 月 
 
増田慎三：乳癌最新レポート-ASCO, JBCS から-。第 5 回 Osaka Breast Cancer Board、大阪、2012 年

7 月 
 
増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移治療。ランマーク新発売講演会、岡山、2012 年 7 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌の対する新たな治療戦略。乳癌 Expert Meeting in 白山、石川、2012 年

7 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略-Bevacizumab 療法の現状と展望」。乳癌治療カンファレ

ンス、筑波、2012 年 7 月 
 
増田慎三：Session1 ASCO2012 Review。第 10 回 Kansai Breast Cancer Expert Conference、大阪、2012
年 7 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略 2012。第 27 回進行・再発乳癌勉強会、岡山、2012 年 8



月 
 
増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移療法。第 52 回阪南乳腺疾患研究会、大阪、2012 年 8 月 
 
増田慎三：講師。第 24 回マンモグラフィ講習会、名古屋、2012 年 8 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略。AVASTIN 適正使用カンファランス、徳島、

2012 年 8 月 
 
増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移治療。第 51 回地域医療症例検討会、西宮、2012 年 8 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略 Bevacizumab 療法の現状と展望。紀和ブレストセンター

Oncology Seminar、和歌山、2012 年 8 月 
 
増田慎三：HER2 陽性乳癌に対する術後薬物療法(座談会報告）。乳癌化学療法講演会、大阪、2012
年 9 月 
 
増田慎三：ASCO/乳癌学会 Topics 大阪医療センターにおける(個別化治療を意識した)乳癌診療の

現状と展望。関東・甲信越 Breast Cancer workshop、東京、2012 年 9 月 
 
八十島宏行：当院におけるエリブリン奏効例からみたエリブリンの位置づけ。第 1 回ハラヴェン 

Meet  The Expret in 大阪、大阪。2012 年 10 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略。多摩乳がん分子標的治療シンポジウム、東京、

2012 年 10 月 
 
増田慎三：乳がん治療の最前線～一人ひとりに適した乳がん治療とは～。がん予防キャンペーン大

阪 2012、大阪、2012 年 10 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略-Bevacizumab 療法の現状と展望。Chugai Breast Cancer 
Consensus Conference in Niigata、新潟、2012 年 10 月 
 
増田慎三：HER2 陽性高齢者乳がんに対する治療戦略。HER2 陽性高齢者乳がんの治療を考える会 

in HANSHIN、大阪、2012 年 10 月 
 
増田慎三：再発 HER2 陰性乳がんにおけるアバスチンの役割。Breast Cancer Expert Meeting、福岡、

2012 年 11 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対するアバスチンの治療戦略。Avastin in Breast Cancer  戦略討論会、

東京、2012 年 11 月 



増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略-Bevacizumab 療法の現状と展望。Kyoto Breast Cancer  
Forum 2012、京都、2012 年 11 月 
 
増田慎三：我が国における進行再発乳癌の治療戦略を考える～ABC1 からのメッセージ。第 10 回日

本乳腺学会近畿地方会、大阪、2012 年 11 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌のホルモン治療と骨転移のマネジメント。第 9 回日本乳腺学会関東地方

会、埼玉、2012 年 12 月 
 
増田慎三：進行・再発乳癌に対する新たな治療戦略～真のベネフィットとは～. 
アバスチン MBC Expert Meeting、富山、2012 年 12 月 
 
増田慎三：進行再発乳癌の新たな治療戦略-Brevacizumab 療法の現状と展望-。乳がん学術集会、和

歌山、2012 年 12 月 
 
増田慎三：HER2 陽性乳癌の今後の展望。Small lecture meeting、大阪、2013 年 1 月 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。Halaven Meet the Expert in AKITA（第一報）、

秋田、2013 年 1 月 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。EMRACE2 Meet the Expert in Kansai、大

阪、2013 年 1 月 23 日 
 
増田慎三：進行・再発乳癌治療における Bevacizumab の効果。Meet The Expert on Breast Cancer、長

崎、2013 年 1 月 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。EMRACE2 Meet the Expert in Kansai、大

阪、2013 年 1 月 30 日 
 
増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。EMRACE2 Meet the Expert in Kansai、大

阪、2013 年 1 月 31 日 
 
増田慎三：HER２陽性転移再発乳癌へのアプローチ－現状と展望－。HER2 陽性 転移再発乳癌 座

談会、東京、2013 年 2 月 
 
増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移治療。第 8 回奈良県がん化学療法を考える会、奈良、2013
年 2 月 
 
増田慎三：2012 サンアントニオ乳がんシンポジウム トピックス。SANOFI ONCOLOGY 乳が

ん WEB カンファレンス、東京、2013 年 2 月 



増田慎三：日本が生んだエリブリン－最新情報と展望－。ハラヴェン講演会 発売 1 周年記念講演

会、京都、2013 年 2 月 
 
増田慎三：ホルモン陽性乳癌～最新情報と今後の展望。第 3 回 Osaka Area Breast Network 研究会、

大阪、2013 年 2 月 
 
増田慎三：乳がん治療における血管新生阻害剤。中外 e セミナー on breast cancer、大阪、2013 年

3 月 
 
浅岡忠史 : 肝胆膵外科手術における手術手技の工夫 。 大阪肝胆膵外科報告会 、 大阪 、 2012 年 
10 月 
 
山本和義 : 食道癌化学療法における栄養介入について 。 第 17 回食道癌栄養療法懇話会 、 大阪 、 
2012 年 10 月 
 
山本和義 : 「cT4 食道癌に対する導入化学療法について」 「術前化学療法における栄養介入の有

用性について」 「術前化学療法の最適な投与回数について」 。 食道癌化学療法学術情報交換会 、 
大阪 、 2013 年 1 月 
 
山村順：6 次治療としてエリブリンが長期奏功した進行再発乳癌の 1 例。EMRACE2 Meet the Expert 
in Kansai、大阪、2013 年 1 月 
 
八十島宏行：当院におけるエリブリン奏効例からみたエリブリンの位置づけ。第 1 回ハラヴェン 

Meet  The Expret in 大阪、大阪。2012 年 10 月 
 
B-6 
平尾素宏 ：  第 417 回大阪胃研究会 、 大阪 、 2013 年 3 月 
 
池田正孝 ： 消化器外科手術における VTE とその予防対策 。 消化器外科手術における VTE とそ

の予防対策 、 大阪 、 2013 年 2 月 
 
池田正孝 ： 傷のない癌根治手術、Single Port Surgery 。 第二回法円坂消化器フォーラム 、 大阪 、 
2013 年 3 月 
 
松井浩史、平尾素宏、山本和義、藤谷和正、須原均、高橋俊樹、坂口大起、浅岡忠史、宮本敦史、

大宮英泰、池永雅一、池田正孝、高見康二、中森正二、関本貢嗣 ： 上腸間膜動脈瘤の 1 切除例 。 
第 589 回大阪外科集談会 、 大阪 、 2012 年 9 月 
 



松井浩史、浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、池永雅一、池田正孝、平尾素宏、藤谷和正、関本貢嗣、

中森正二 ： 当院で経験した膵腺房細胞癌の 2 例 。 第 192 回近畿外科学会 、 大阪 、 2012 年 11 
月 
 
松井浩史、大宮英泰、髙見康二、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、関本貢嗣、小河原光正、栗山啓

子、児玉良典 ： CPFE 合併同時多発肺癌を含む 6 重複癌の 1 例 。 第 97 回日本肺癌学会関西支部

会 、 大阪 、 2013 年 2 月 
 
林覚史 ： 穿孔性腹膜により DIC になった 1 症例 。 DIC UPDATE in OSAKA 、 大阪 、 2012 年 
12 月 
 
山岡雄祐、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、八十島宏行、水谷麻紀子、浅岡忠史、山村順、安井昌

義、増田慎三、宮本敦史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、高見康二、中森正二、森永友紀子、児

玉良典、真能正幸、辻仲利政 ： 乳糜を内容物とした後腹膜腫瘍を切除した一例 。 第 588 回大阪

外科集談会 、 大阪 、 2012 年 7 月 
 
田口裕紀子、宮本敦史、浅岡忠史、中森正二、中水流正一、三田英治、児玉良典、真能正幸 ： 胆
嚢癌、膵体尾部癌術後に発生し、無治療で長期生存している膵鈎部癌の一例 。 第 61 回近畿膵疾

患談話会 、 大阪 、 2012 年 9 月 
 
田口裕紀子、増田慎三、大宮英泰、八十島宏行、水谷麻紀子、山村 順、高見康二、関本貢嗣、中

森正二、児玉良典、眞能正幸：根治手術が施行できた HER2 陽性の肺転移症例の経験。第 10 回日

本乳腺学会近畿地方会、大阪、2012 年 11 月 
 
原田百合奈、山村順、八十島宏行、水谷麻紀子、増田慎三、山本和義、浅岡忠史、池永雅一、大宮

英泰、宮本敦史、池田正孝、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、森清、真能正幸、中森正二、関本貢

嗣 ： 乳房内局所再発を繰り返し、対側腋窩リンパ節を来したトリプルネガティブ乳癌の 1 例 。 第
592 回大阪外科集談会 、 大阪 、 2013 年 3 月 
 
福田泰也、宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、山本和義、池永雅一、池田正孝、平尾素宏、藤谷和正、

関本貢嗣 : 浸潤性膵管癌根治切除術後の残膵癌に対して膵切除を行った一例 。 第 18 回膵癌治療

を考える会 、 大阪 、 2012 年 10 月 
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